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JAXA航空技術部⾨ 第５期中⻑期 研究開発プログラム構想と活動内容
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「次世代空モビリティシステム」研究開発プログラム
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①⾼性能化技術の研究開発
②性能評価技術の研究開発
③研究開発した技術の実証



回転翼機最適設計技術を構築・活⽤しながら機体の⾼性能化・低騒⾳化技術を開発することで、社会受容性の⾼い
機体の実現に貢献

• 詳細な現象理解に基づく最適設計技術は、効率的な⾼性能化・低騒⾳化のためには必須
• 機体の⾼性能化・低騒⾳化は、次世代空モビリティの運⽤環境拡⼤に⼤きく寄与

①⾼性能化技術の研究開発
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回転翼最適設計技術 ⾼性能化・低騒⾳化技術
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マルチロータ⾼性能化
（MRLO技術）

ドローン⽤静粛プロペラ
技術（Looprop）

ü 回転翼機に関する豊富な知⾒・経験を基にしたロータ⾼性能化技術を構築
ü JAXA独⾃技術によるプロペラ静粛性向上技術を構築

ü ロータブレードやプロペラに適⽤可能な回転翼最適設計
ツールを構築

ü 様々なブレードに適⽤し、性能向上効果を確認



②性能評価技術の研究開発
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JAXA優位技術である解析・計測技術の実機/実運⽤への拡張により、設計開発や認証取得、実運⽤時に必要となる
機体特性の把握・推定・評価技術を開発することで次世代空モビリティシステムの社会受容性向上に寄与

• 機体の空気⼒学的な特性の把握は、安全性、経済性（燃費性能）だけでなく、⾃律⾶⾏といった運航でも重要
• 騒⾳特性（騒⾳のレベルや指向性）の把握は、離着陸場や運航ルート設定においてインパクト⼤

マイクアレイ 回転⽅向

0dB

-10dB

空⼒推定・評価技術 騒⾳推定・評価技術

⾮定常PSPの回転体への適⽤例 ⾳源探査計測技術の回転体への適⽤例

FaSTAR-Move*1やrFlow3D*2による空⼒解析例

*1 ⾮構造格⼦ベースCFDソルバ,    *2 構造格⼦ベースCFDソルバ,    *3 騒⾳伝播解析ソルバ
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騒⾳影響評価ツールイメージ

iAWESOME*3による遮蔽効果を考慮した騒⾳解析例
（左︓エンジンのみ、右:全機）



③研究開発した技術の実証
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回転翼機概念設計技術により次世代空モビリティの全機コンセプトモデルを構築し、機体成⽴性評価および技術実証
を⾏うことで、新規技術の実機適⽤性評価を⾏うと共に、我が国次世代空モビリティ開発の裾野拡⼤に貢献

• 技術の成⽴性評価や技術実証の実施は、次世代空モビリティ実⽤化に必要不可⽋
• 全機コンセプトモデルの構築や技術実証により、ステークホルダとの連携・次世代空モビリティ分野への新規参⼊促進

全機コンセプトモデルの構築と成⽴性評価 技術実証
ü 国内企業や⼤学等と連携し、我が国次世代空モビリティの技術⼒向上や裾野拡⼤を実現ü 回転翼機概念設計ツールを⽤いてeVTOLコンセプトモデル（Research Model）を構築すると

共に、シミュレーションによる⾶⾏性能評価ツールにより機体成⽴性を確認

無⼈機向けに社会実装

有⼈機向けに社会実装

実⼤モデル実証
（連携必須）

スケールモデル
実証

機体概念検討
要素技術開発



まとめ

• JAXA航空技術部⾨では、次期中⻑期計画のプログラムの⼀つとして「次世代空モビリティシステム」の研究開発
に取り組んでいく

• 今中⻑期計画において重点的に実施してきた運航統合技術に加えて、今後は社会受容性向上に資する機体
⾼性能化技術の研究開発にも注⼒する

① ⾼性能化技術の研究開発
② 特性把握・評価技術の研究開発
③ 研究開発により構築した技術の実証

• 次世代空モビリティひいては航空産業全体の発展のためには、国内で「競争」するのではなく、「共創」していくこと
が⼤切と考える

• 研究開発成果や実証機会の提供などを通じてお役に⽴てることがあれば、ぜひお声がけを
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